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図
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』
解
説
本
文
篇
会
一
)

前
稿
(
本
誌
、
継
続
中
)
に
続
き
、
「
解
説
本
文
」
の
翻
字
を
行
う
。

翻
字
凡
例
は
右
に
同
様
で
あ
る
。

標
題

膨
,
,
"
サ
一

漏
斗
ハ
、
中
二
籾
ヲ
入
レ
、
少
許
ツ

臼

＼

う
す
の
な
か

*

も

挽
キ
、
手
ヲ
以
テ
回

磨
中
二
米
ヲ
盛
リ
、

い
笈
き

も
み

転
シ
、
籾
ヲ
破
り
テ
米
ヲ
出
ス
器
ナ
リ
。

解
説
本
文

す
こ
し
ぱ
か
り

<
工
上
十
分
ノ
一

た
け
か
ご
*
モ
と
が
こ
い

唐
臼
ハ
、
実
籾
ヲ
挽
キ
、
米
ト
ナ
ス
モ
ノ芦

う
わ
ぐ
ち

*

ニ
テ
、
上
ロ
ヨ
リ
籾
ヲ
投
入
シ
、
カ
セ
木

*
に
ぎ
つ

ヲ
把
テ
回
転
ス
レ
ハ
、
皮
ヲ
脱
シ
テ
米
ト

＼
、

ノ

の

成
ル
。
其
製
木
製
・
竹
製
ノ
両
種
ア
リ

た
も

テ
、
木
製
ハ
数
十
年
ヲ
保
チ
、
竹
製
ハ
、

ひ
や
く
こ
く

き
モ
ん

お
よ
モ

、
、

凡
籾
百
石
内
外
ヲ
挽
キ
終
レ
ハ
、
穀
損

ノ

*
ま

シ
テ
復
夕
用
ヲ
ナ
ス
。

ヲ
キ

み
も
み

げ

備
考

*

*

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
ご
言
ぢ

(
大
原
力
)

ニ
タ

ヲ
キ

ヒ
ノ

き
う
す

木
磴

二
七

斗

*

郡

モ
の
よ
う
ぅ
す

木
ヲ
以
テ
図
ノ
如
ク
作
ル
。
其
用
、
磴
二

も
つ
ぱ
こ
れ

異
ナ
ラ
ス
。
当
地
方
二
於
テ
、
専
ラ
之
ヲ

使
用
ス
。

か
ご
う
す

籠
臼

十
分
ノ
一

十
分
ノ

一
九
九
六
年
三
月

其
類
数
種
ア
リ
。
竹
籠
ヲ
外
囲
ト
シ
、

お
け

み

*
つ
ち

中
二
士
ヲ
充
ツ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
桶
ヲ
外
囲

享
つ
た

ト
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
。
或
ハ
、
全
ク
木
ヲ
以

*
ろ
う
て
ん

と
も

テ
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
共
二
磐
礎
シ
テ
、
米

二
ん
.
へ
つ

こ
く
*
ひ

ト
穀
皮
ヲ
分
別
ス
ル
ニ
用
フ
。

夫

の

ヲ
キ

全
上
十
分
ノ
一
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『
島
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図
解
』
解
説
本
文
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会
一
)

*
が
ら
く

中
へ
堕
重
)
瀞
セ
シ
ム
ル
器
ナ
リ
。

籾
臼
ハ
、
漏
斗
ヨ
リ
籾
ヲ
堕
(
里
落
セ
シ

＼
、

ノか
い
せ
ん
は
く
雌
つ

*

メ
、
國
施
(
旋
)
シ
テ
、
籾
皮
ヲ
剥
脱
シ
、

米
ニ
ス
ル
器
ナ
リ
。

*
き
た
う
す

木
田
臼
十
分
ノ

圓
美

法
美

岩
井

ま
い

三
保
忠
夫

松
ノ
材
ヲ
以
テ
作
リ
、
樫
又
、
槐
ヲ
以

テ
歯
ト
シ
、
表
面
ヲ
身
竹
ヲ
以
テ
組
~
一
ミ
)
、

*

*
み
た

さ

内
二
粘
士
ヲ
実
シ
、
之
二
歯
ヲ
指
シ
、
固

え
ん
ざ

ま

定
シ
、
縁
座
ハ
桧
ヲ
曲
ケ
、
士
台
ハ
樫
ヲ

ほ
う
き
わ
ら

以
テ
ス
。
箒
ハ
藁
ニ
テ
作
リ
、
中
木
・
挽

い
ね
こ
き

あ
ら

木
ハ
杉
材
ヲ
用
ユ
。
稲
扱
ニ
カ
ケ
タ
ル
粗

も
み
*
お
よ
じ
る
し

籾
ヲ
、
兀
(
凡
)
ソ
壱
斗
弐
升
位
入
レ
、
イ
印

ひ
き
わ

ノ
左
右
ヲ
両
人
ニ
テ
持
チ
、
米
ヲ
挽
分
ク

ル
器
械
ナ
リ
。

那

の
ぞ

ま
ん
ご
く

ず
飢
,
サ
一

ふ
う
し
や

*
ひ
き
ぎ

挽
*
木
十
分
ノ

ヒ
ノ

う
す

き

知
頭

＼
上

せ
ん
ご
く

千
餅
十
五
分
ノ
一

九
う
す

挽
木
ハ
、
縄
ヲ
(
イ
)
ノ
両
端
二
着
乞

は
り
ぎ
と
う

つ
り
く
於

*
か
い
じ

さ

梁
木
等
二
吊
下
シ
、
(
巳
ヲ
磴
耳
二
刺

ろ
う
て
ん

シ
、
磐
砺
ス
。

田
臼
ヲ
挽
キ
、

か

*
み

且
ツ
、
箕
ヲ
以あ

お

テ
穀
類
ヲ
籔

磴
二
一
プ
磨
キ
タ
ル
米
穀
ヲ
盛
リ
、
風
車
ヲ

*
ひ

こ
く

転
シ
、
穀
卜
枇
ト
ヲ
分
離
セ
シ
ム
ル
器
ナ

農
夫
扇
風
ヲ

使
用
ス
ル
ノ
図

郡

万
斜
ハ
、
米
卜
糎
ト
ヲ
分
離
セ
シ
ム
ル
器

こ
ん
こ
う

ニ
シ
テ
、
米
・
籾
混
渚
ノ
モ
ノ
ヲ
上
口
ヘ

い
*
ぜ
ん
じ
ふ
る
い
じ
よ
う

入
ル
レ
ハ
、
漸
次
二
餓
上
ヲ
径
(
餐
過

、

＼
、

ノ

シ
、
籾
ヲ
去
ル
ナ
リ
。

ひ

*

千
斜
ハ
、
米
ヲ
精
撰
シ
テ
糠
糠
ヲ
除
ク
器

か
く

モ
の

*

ニ
シ
テ
、
其
一
番
二
米
ヲ
掛
レ
ハ
、
二
番

＼
、

ノ

だ
い
ぱ
こ

*
と
ど

*
は
つ

二
精
米
ヲ
発
シ
、
台
箱
二
糠
棒
ヲ
止
ム
。

ノ
図

*

*

十
分

雇
風

つ

う
す臼

十
分
ノ
一

づ
の
ご
と
く

杉
・
松
・
栗
等
ノ
材
ヲ
以
テ
如
図
作
リ
、

ネ

あ
み

銅
銀
ノ
網
ヲ
張
リ
、
米
・
籾
混
合
セ
ル
モ

*
ろ
う

*
ま

ノ
ヲ
区
別
ス
ル
具
ニ
シ
テ
、
磐
ニ
テ
磨
シ

モ
の
占
わ
や
ち

タ
ル
後
其
上
ロ
ヨ
リ
移
シ
、
銅
録
上
ヲ

け
い
か
ち
*
べ
い
ひ

ち

倒
霪
)
趣
セ
シ
メ
へ
則
、
米
皮
全
ク
分
離

、
、

Ⅱ
、

貝

ノ

ス
。

*
こ
う
ぴ

庁

*
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*
と
ば
こ

斗
箱

斗
箱
ハ
、
殻
(
靈
物
収
獲
種
)
ノ
節
拶
数
量

*
は
か

た
か

ノ
多
寡
ヲ
升
ル
器
械
ナ
リ
。

*
む
ぎ
お
と
し

麥
落

*
と
り
よ
う
*

斗
量
ヲ
定
ム
ル
器
ニ
シ
テ
、
震
(
皇
務
上
、

必
用
ノ
器
ナ
リ
。

莚
ハ
、
藁
縄
ヲ
竪
筋
ト
シ
、
打
藁
ヲ
織
リ

製
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
穀
物
ヲ
乾
燥
シ
、

む
し
ろ

或
ハ
、
農
家
ノ
席
ト
ナ
シ
、
其
他
所
用

多
シ
。

た
わ
ら

俵

わ
ら
な
わ

た
て
す
じ

那

竹
、
或
ハ
、
鐵
ヲ
歯
ト
ナ
シ
、
松
木
ヲ
台

こ
め
つ
と

ト
ナ
ス
。
高
一
尺
三
寸
、
幅
二
尺
。
米
苞

*

二
用
ヰ
ル
藁
ノ
塵
ヲ
去
ル
ニ
用
ヰ
ル
具
ナ

俵
ハ
、
潭
テ
穀
類
ヲ
納
メ
、
保
存
、
或
ハ
、

も
ち

た

運
搬
ス
ル
為
メ
ニ
用
フ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
従

お
の
お
の
モ
の

こ
う
*
の
う
ま
い

せ
い

前
、
貢
納
米
ノ
制
ア
リ
シ
ト
キ
、
各
其

領
地
二
依
リ
、
三
斗
・
四
斗
・
五
斗
入
等

レ
え
ぞ
力
、

ノ
別
ア
リ
シ
ト
難
モ
、
製
方
(
法
)
、
枕
シ
テ

あ

こ
も

四
ケ
所
ヲ
編
ミ
タ
ル
薦
二
枚
ヲ
重
ネ
、
五

*
き
ん
ぱ
く

し
ほ
う
た
て
な
わ

ケ
所
縄
ニ
テ
粟
粂
)
縛
シ
、

四
方
二
縦
縄

ヲ
付
ス
。
之
ヲ
精
俵
ト
ス
。

う
ち
な
わ

す
べ

ジ
ン
リ
キ

じ
よ
う
゛
」

那

漏
斗

*
わ
ら
モ
げ

藁
削
十
サ

皮
,
"
"
ご

麦
藁
ヲ
以
テ
器
面
ヲ
撲
チ
、
大
・
小
麥
ノ

実
ヲ
落
ス
器
ナ
リ
。

入
ル
、
ト
キ
用
ユ
ル
具
ナ
リ
。

ま
つ
の
き

*
か
ま
す

入
十
分
ノ
一

穀
類
ヲ
表
後
)
等
二
納

竹
ヲ
以
テ
編
ミ
、

ル
、
二
用
ユ
。

ヒ
ノ

俵
ハ
、
藁
ヲ
以
テ
編
製
ス
。
穀
物
其
他

い

物
品
ヲ
容
レ
、
運
搬
ス
ル
具
ナ
リ
。

漏
斗
ハ
、
勢
竹
ヲ
以
テ
製
シ
、
俵
二
米
ヲ

ふ
み
う
す

踏
ぎ
一
〒
サ

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
一
号

那

叺
ハ
、
殻
軽
)
類
ヲ
入
レ
、
保
存
シ
、
又

ハ
、
田
畑
モ
へ
)
肥
料
ヲ
運
ヒ
、
其
他
鐵

.

゛
、

-
L

砂
等
ノ
如
キ
細
末
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
駄
荷
二
作

り
、
運
搬
ス
ル
ニ
用
ユ
。

う

碓
ハ
、
米
・
麦
ヲ
搗
キ
、
精
白
ナ
ラ
シ
ム

ル
器
械
ナ
リ
。

一
九
九
六
年
三
月

ヒ
ノ

碓
二
米
・
麦
・
粟
等
ヲ
盛
リ
、
人
カ
ヲ
以

テ
精
白
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
器
ナ
リ
。

ヒ
ノ

つ

二
九 那
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』
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説
本
文
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9
一
)

む
ぎ
た
九
き

麦
叩

麦
叩
ハ
、
麦
ノ
穂
ヲ
落
ス
自
六
ニ
テ
、
台
ヲ

島
い
だ

*
わ

木
ニ
テ
製
シ
、
小
竹
ヲ
勢
リ
、
間
一
尺
ヲ

へ
い
り
つ

置
キ
、
図
ノ
如
ク
作
リ
、
之
二
並
立
シ
、

*

麦
ノ
根
株
ヲ
持
チ
、
穂
ヲ
打
ツ
コ
ト
三
度

二
及
へ
ハ
、
粒
々
皆
脱
落
ス
。

ほ
う
ち

穂
拶
,
サ

ほ

三
保
忠
夫

お
と

ぐ

日
ノ

穂
打
ハ
、
方
一
言
プ
リ
。
ス
デ
。
シ
モ
ク
。

等
。
其
形
種
々
ア
リ
。
共
二
稲
・
麦
大

.

小
豆
、
蕎
麦
、
穀
物
混
納
ノ
節
穂
ヲ
打

寓
と落

ス
具
ナ
リ
。

し
じ
つ

*
れ
ん
か
分
一

連
枷
*
サ
一

知
頭

八
上

*

長
槌
ハ
、
樫
又
ハ
椿
ヲ
以
テ
槌
ト
シ
、ぞ

か
、

*
す
き
か
え

柄
ハ
松
・
杉
ヲ
用
ユ
。
羣
返
シ
タ
ル
土
塊

*
こ
う
さ
い
*
*
さ
人
か
ん

ヲ
敲
う
礁
ス
ル
器
械
÷
ソ
テ
、
山
澗
村
落
二

*
つ
う
よ
う

ハ
通
用
ス
ル
便
器
ナ
リ
。

擦
棒
ハ
、
支
大
・
小
豆
、
蕎
麦
等
ノ
子

実
ヲ
落
ス
ニ
用
ユ
。

モ
う
ぴ
ょ
う
ま
え

畔
打
ハ
、
挿
苗
前
、
田
畔
ヲ
塗
リ
、
大

.

那

多
ク
杉
ノ
自
然
材
ヲ
以
テ
製
ス
。
舞
木
ト

も
と

モ
云
フ
。
元
ヲ
握
リ
、
転
回
シ
テ
、
麦

.

わ

*
た
た

豆
類
ヲ
敲
气
皮
ヲ
分
ク
ル
器
ナ
リ
。

*
よ
こ
つ
ち

機
、
"
"
ご

ぽ
く
せ
き

つ
ち

追
十
分
ノ

籾
掻

麦
・
粟
・
豆
類
其
他
実
ヲ
撲
キ
落
ス

二
用
ユ
ル
器
ナ
リ
。

那

ヒ
ノ

あ
わ

全
上

か
し
あ
る
い
は
つ
ば
き
ざ
い

*
ま
い
ぎ

橘
、
或
、
椿
材
ニ
テ
之
為
ル
。
首
長
八

わ
ら
た
た
き

寸
、
柄
長
一
尺
。
土
俗
之
ヲ
藁
敲
又
、

わ
ら

す
な
わ

*
よ
こ
つ
ち

横
槌
卜
云
フ
。
乃
チ
、
縄
二
用
ヰ
ル
藁
ヲ

や
わ
ら

う樋
チ
和
ク
ル
器
ナ
リ
。

松
材
二
一
ブ
作
ル
。
首
長
一
尺
、
柄
長
四
尺
。

わ

も
み
お
ろ
し

じ
ん
か
い
ち
ゆ
う
*

*
う

籾
卸
二
一
ブ
分
ケ
タ
ル
塵
芥
中
ノ
穀
ヲ
樋

と
う
し
ゆ
く
さ
や
う
ち
わ
か

チ
分
ケ
、
或
ハ
、
豆
救
ノ
莢
ヲ
提
分
ツ
ニ

用
ヰ
ル
具
ナ
リ
。

も
み
か
き

カ
ケ
ヤ

堰
槌

の

*
れ
ん
か
十
分
ノ
一

連
契
十
サ
一

知
頭

八
上

*
げ
ん
の
う

玄
翁
五
分
ι

槌
ハ
、

籾
掻
ハ
、

た
た

ヒ
ノ

麦
ノ
子
実
ヲ
落
ス
器
ナ
リ
。

.籾
穀
等
ヲ
掻
キ
集
ム
ル
具
ナ
リ
。

こ
れ
を
つ
く

く
い
で
ん
ぽ
け
ん

杭
ヲ
打
込
ム
ニ
用
ヒ
、
或
ハ
、
田
圃
ノ
乾

ぞ

け
い
は
ん

さ
い
す
い

士
ヲ
擢
砕
シ
、
或
へ
畦
畔
ヲ
堅
固
ナ
ラ

シ
ム
ル
等
ノ
事
二
用
ユ
。
大
小
種
々
ア
リ
。

な
が
つ
ち
十
分
ノ
一

長
槌
,
サ
一

*

玄
翁
ハ
、
石
ヲ
砕
キ
、
或
ハ
、
木
石
ヲ
打

込
ム
ニ
用
ユ
。

*
よ
こ
ぎ
し

横
差
十
分
ノ
一

三
0
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お
お
う
ち
づ
ち

大
拶
槌
、
サ

こ
う
ち
づ
ち

小
打
槌
全
上

横
槌
企
上

小
豆
ヲ
播
種
ス
ル
ニ
用
ユ
。

彬
,
サ
一

横
槌
及
、
小
槌
ハ
、
稲
藁
等
ヲ
打
和
ス

ル
ニ
用
ヒ
、
大
打
槌
ハ
、
田
畑
損
所
、

く
い

繕
ス
ル
時
、
杭
ヲ
打
込
ム
ニ
用
ユ
。

お
よ
ぴ
こ
サ
ち

ぜ
ん桜

、
或
ハ
、
椿
材
ヲ
以
テ
作
ル
。
高
一
尺

八
寸
、
柄
二
尺
三
寸
。
支
或
ハ
、
粟
等

ヲ
臼
二
入
レ
テ
搗
鶏
)
ク
器
ナ
リ
。

つ
き
う
す

1
臼

イ
あ
ら
め
ふ
る
い

で
ん
ば
た
の
モ
ん
し
よ
し
ゆ
う脩

*
だ
わ

松
材
ヲ
以
テ
作
ル
。
一
局
一
尺
七
寸
、
口
径

一
尺
七
寸
。
麦
、
或
ハ
、
粟
等
ヲ
搗
ク
器

ナ
リ
0

ま
す

稲
扱
評
一
、
〒
サ

稲
扱
ハ
、
稲
茎
ヲ
列
歯
ノ
間
二
挾
入
シ
、

ひ
と
ひ
き
し

一
挽
穂
ヲ
脱
落
ス
ル
ノ
器
具
ナ
リ
。

粗
眼
飾

出
雲

楯
縫

だ
ん
せ
ん

と
う
け
い

団
扇

田
家
、
稲
扱
ヲ

使
用
ス
ル
ノ
図

松
木
ヲ
以
テ
作
リ
、
周
囲
二
六
個
ノ
鉄
牙

も
み
ま
す

い
ね
こ
き

て
い
ち
や
く

ヲ
釘
着
シ
、
籾
枡
卜
稲
扱
ト
ヲ
兼
用
ス
。

れ
つ
し

ク
ニ
用
ユ
。

口
ほ
モ
め
ふ
る
い

細
眼
韻
全

*

じ
ん
せ
ん

塵
晶
十
五
分
ノ
一

こ木
ノ
実
徒

楯
縫

*
じ
ん
か
い
せ
ん
じ
よ

穀
物
ノ
内
二
混
シ
タ
ル
蓙
措
ヲ
扇
除
ス
ル

?
3

具
ナ
リ
。

み
ふ
る
い

き
よ
う
に
ゆ
う

ふ
ち

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
喜

カ
ン
ド

図
ノ
如
ク
、
長
方
形
二
作
リ
、
一
方
ヲ
柄

へ
い
れ
つ

一
一
シ
、
底
面
二
跨
竹
ヲ
併
列
ス
。
両
柄
ヲ

把
リ
、
木
ノ
実
卜
皮
穀
悪
)
等
ヲ
分
ク
ル
器

ナ
リ
0

塵
扇
ハ
、
穀
物
二
混
ス
ル
塵
挨
ヲ
扇
キ
除

那

木
ノ
実
徒
十
分

*
て
つ
力

ノ
一

五
分
ノ

こ
ん

長
方
形
二
作
リ
、
底
面
ハ
勢
竹
ヲ
以
テ
縦

ふ

じ
よ
う
し
よ

横
二
編
ミ
、
四
隅
二
縄
緒
ヲ
付
シ
タ
ル
者

ニ
シ
テ
、
使
用
法
ハ
前
二
異
ナ
ラ
ス
。

じ
ん
あ
い

イ
紫
*
よ
う
せ
人
か
け
さ

彩
ヲ
鼬
扇
二
榔
タ
ル
後
塵
芥
ヲ
去
ル
ニ

用
ユ
。

*
こ
ご
め

の
ち

*

口

粗
箭
二
掛
テ
后
、
小
砂
、
或
ハ
、
小
米
等

餌

一
九
九
六
年
三
月

あ
お

の
ぞ

浅
キ
筥
二
似
テ
、
三
辺
二
橡
ア
リ
。
他
ノ

*
き
よ
こ
ん

か

*

一
辺
ハ
缺
ク
。
底
二
網
状
ノ
鋸
痕
ア
リ

す
こ
し

テ
、
微
ク
凸
状
也
。
コ
ノ
内
二
、
米
・
籾

よ
う
ぞ
う

ノ
混
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
盛
リ
、
上
下
二
揺
動

も
み
く
ず

ス
レ
ハ
、
米
粒
ハ
底
面
二
停
留
シ
、
籾
裾

ほ
ん
さ
ん

等
ハ
無
橡
ノ
一
辺
ヨ
リ
翻
散
ス
ル
ナ
リ
。

カ
ン
ド

気
多

は
こ

一
三

カ
ン
ド

分
ノ
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図
解
』
解
説
本
文
篇
会
一
)

こ
め
ふ
る
い

、
官

ヲ
分
別
ス
ル
ニ
用
ユ
。

米
箭
へ
米
卜
糎
ト
ヲ
分
寓
扉
)
ス
ル
具
ナ

*

り
。
其
製
方
ハ
、
輪
廓
ヲ
ツ
)
フ
磊
)
二

テ
造
リ
、
麻
糸
ヲ
以
テ
網
ヲ
製
シ
タ
ル
モ

ノ
ナ
リ
0

も
み
ち
り
ふ
る
い

籾
蓙
箭

?
マ
)

三
保
忠
夫

七
分
ノ

も
み
ふ
る
い

籾
箭
ハ
、
米
・
麦
ノ
殻
卜
実
ト
ヲ
分
禹
扉
)

ス
ル
具
ナ
リ
。
其
製
作
、
竹
ト
ツ
ゞ
フ
晶
)

ノ
両
品
ア
リ
。
其
ツ
、
ラ
製
ノ
モ
ノ
ヲ
最

モ
良
ト
ス
。

つ
の
'
る
い

角
箭
J
一
十
分
ノ
一

藁
箒

牛
馬
ノ
食
莫
又
ハ
、
糞
・
汚
桟
物
・
壗

草
等
ヲ
負
ヒ
運
フ
ノ
器
ニ
シ
テ
、
細
小
ノ

木
枝
ヲ
以
テ
骨
ト
シ
、
細
縄
ヲ
以
テ
編
ミ
、

開
閉
ヲ
自
在
ニ
ス
。

も
み
'
る
い

糎
餓
二
十
分
ノ
一

藁
箒
ハ
内
庭
ヲ
掃
除
シ
、
或
ハ
、
収
獲
種
)

ノ
際
、
殻
姦
)
物
ヲ
掃
キ
集
メ
ル
等
二
用

ユ
。

箕
八
分
ノ
一

い
た
み

楓
箕
七
サ

稲
扱
ヲ
以
テ
柳
ヲ
扱
落
シ
、
籾
卜
実
ト
ヲ

分
別
ス
ル
ニ
用
ユ
。

板
箕
八
分
ノ
一

と
う

モ
う
き

簾
ヲ
勢
り
テ
経
ト
シ
、
勢
竹
ヲ
以
テ
緯
ト

シ
、
組
織
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
、
殻
(
穀
,
)
二

じ
ん
あ
い

混
シ
タ
ル
塵
挨
ヲ
去
ル
具
ナ
リ
。

笛
器

松
・
桧
ニ
テ
作
リ
、
穀
物
ヲ
取
扱
二
要

ス
。

こ
き

わ

*

*
け
い

ヒ
ノ

杉
・
桧
等
ニ
テ
造
ル
。
用
方
<
工
上
。

*

笛
器
ハ
、
厩
肥
、
或
ハ
、
土
肥
等
ヲ
入

も
ち
ゆ

レ
、
田
畑
へ
散
布
ス
ル
ニ
用
。

*

*
き
ゆ
う
ひ

三
二

と
り
あ
つ
か
う

*気
口

*
み
か
げ
い
し

磨
ハ
、
御
礬
ヲ
以
え
直
呈
(
径
)
一
尺
二

寸
、
高
サ
一
尺
五
寸
二
作
リ
、
雑
殻
籔
)
ヲ

*
ま
つ

盛
リ
、
回
旋
シ
テ
末
ト
ナ
ス
器
ナ
リ
。

わ
ら
た
た
き

藁
敲
*
三
分
ノ

*
い

ヒ
ノ[汗

入
八
橋

お
い
こ

台
ハ
石
二
一
ブ
作
リ
、
槌
ハ
木
二
一
ブ
作
ル
。

う

共
二
藁
ヲ
打
ツ
ニ
用
ユ
。

負
籠

*

ヒ
ノ

(
仁
力
)

ミ
い
こ

勢
竹
卜
稿
ヲ
以
テ
、
図
ノ
如
ク
製
シ
、
厩

肥
、
或
ハ
、
塵
芥
ヲ
入
レ
、
田
圃
二
運
搬

ス
ル
ニ
用
ユ
。

負
籠

ヒ
ノ

わ
ら
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*
お
い
こ

負
篤
十
分
ノ
一

ツ
カ
リ
方
言

竹
ヲ
以
テ
編
ミ
、
二
條
ノ
紐
ヲ
設
ケ
、
物

ヲ
負
ヒ
運
フ
具
ナ
リ
。

十
分
ノ
一

荷
俵
.
一
歩
(
分
)

藁
縄
ヲ
以
テ
編
ミ
、
其
形
、
平
肩
ニ
ス
。

*
ふ
た
ん

落
葉
等
ヲ
入
レ
、
負
擔
ス
ル
具
ナ
リ
。

*
に
じ
よ
う

荷
俵
ハ
、
灰
二
糞
ヲ
和
シ
、
日
二
乾
カ
シ
、

ぱ

モ

或
ハ
、
蕎
麦
、
大
・
小
麦
ノ
種
子
ヲ
灰
二

和
シ
テ
遠
キ
ニ
運
フ
二
用
ユ
。

も
う

モ
の

*
モ
の

は
い

鹿
足

へ
ん
ぺ
い

ソ
ラ
ロ
十
分
ノ
一

ふ
ん

*
お
い
こ

擔
一
,
サ
一

腰
廚
ハ
、
農
夫
ノ
田
野
二
出
ル
ト
キ
、
行

お

ち
う廚

等
ヲ
入
レ
、
腰
二
帯
フ
ル
具
ナ
リ
。

わ

く
ず

か
わ

め
か
ご

目
籠
十
分
ノ
一

ソ
ラ
ロ
、
方
一
言
チ
サ
ノ
木
ヲ
屈
撲
シ
、
蔓

モ
と
力
こ
、

ヲ
以
テ
外
囲
ヲ
組
ム
。
肥
料
ヲ
山
田
工
運

搬
ス
ル
ニ
用
ユ
ル
具
ナ
リ
。

ク
チ
*

ヒ
ノ

神
門

お
い
こ

負
籠

や
わ
ら
か

矛お
う

目
籠
ハ
、
勢
竹
ヲ
以
テ
編
ミ
タ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
、
刈
草
等
ヲ
入
レ
、
運
搬
ス
ル
具
ナ

*

キ
藁
ヲ
以
テ
図
ノ
如
ク
包
ミ
、
物
ヲ
脊

負
二
用
ユ
。

*
こ
う

く
つ
に
ょ
う

イ
ま
つ
ば
か
き

細
キ
丸
木
ヲ
屈
燒
シ
、
縄
ヲ
以
テ
編
綴
シ

タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
壤
土
・
塔
草
等
ヲ
納
レ
、

運
搬
ス
ル
具
ナ
リ
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

松
葉
掻

口
お
い
こ

負
籠

つ
る

擔
子
ハ
、
松
材
ヲ
以
テ
、
(
イ
)
二
尺
五
寸
、

合
)
一
尺
二
寸
、
(
ハ
)
六
寸
五
分
二
造
リ
、

*
に
が
い
、

袮
台
六
今

あ

イ
竹
ニ
テ
作
リ
、
掻
手
ハ
割
竹
ヲ
曲
ケ
、
葛

た
ば

ま
る
雌
け

も
ち

ニ
テ
束
ネ
、
柄
ハ
丸
竹
ヲ
以
ユ
。
枯
葉

.

し
べ
ん

ほ
し
ぐ
き

モ
う
し
ゆ
う

乾
草
ヲ
掻
集
ス
ル
至
便
ノ
一
器
ナ
リ
。

負
龍
俗
ニ
ソ
ラ
ク
チ
。
チ
チ
ャ
ノ
木
・
方

言
、
数
本
ヲ
燒
曲
シ
、
小
縄
ニ
テ
掛
ミ
タ
ル

お
い
な
わ
せ
な
あ
て

モ
ノ
ニ
シ
テ
、
負
縄
并
二
、
脊
当
ハ
藁
二

'
ん

た
い

さ
い

,
」
く

テ
作
ル
。
穀
・
菜
、
其
他
堆
・
糞
ヲ
入

さ
ん
か
人

け
い
じ

レ
、
山
澗
・
谿
路
ヲ
運
搬
ス
ル
便
器
ナ
リ
。

せ

小
木
ヲ
曲
ケ
、
図
ノ
如
ク
、
縄
或
ハ
、

ふ
じ
d
る

モ
き
い

ま
と

藤
蔓
ヲ
以
テ
纒
ヒ
、
読
菜
或
ハ
、
肥
料
、

(
他
脱
力
)
、

雑
物
ヲ
運
搬
ス
ル
ニ
用
ユ
。

其荷
台
ハ
、
苅
タ
ル
稲
・
麦
、
又
へ
薪
ヲ

う
し

運
搬
ス
ル
ト
キ
、
其
荷
物
ヲ
乗
セ
、
後
口

し
ぱ

ヨ
リ
前
二
向
ケ
締
リ
、
縄
ヲ
取
リ
、
背
負

フ
二
用
ユ
。

へ
ん
て
つ

か
き
て

三
三

一
九
九
六
年
三
月

*

負
籠
十
分
ノ
一

ノ
キ
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『
島
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図
解
』
解
説
本
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一
)

ナ
カ
チ
五
分

ノ
一

わ
ら
*
あ
ら
モ

藁
・
粗
苧
ヲ
以
テ
造
リ
、
左
右
ノ
緒
ヲ
両

肩
二
懸
ケ
、
草
木
、
其
他
、
諸
荷
物
ヲ
脊

負
フ
二
用
ユ
。

脊
当
全
上

*
に
な
い
話

擔
緒
十
今
一

三
保
忠
夫

脊
当
へ
共
二
藁
ヲ
以
テ
製
シ
、
総
テ
貨

も
つ物

ヲ
脊
負
ヒ
、
運
搬
ス
ル
ニ
用
ユ
。

*
に
な
い
モ
う
き

荷
箔

お

*
お
い
こ
五
分
一

負
子
五
分
ノ
一

作
物
ヲ
収
納
ス
ル
ト
キ
、
背
擔
ヒ
運
フ
モ

む
す

ノ
ニ
シ
テ
、
両
端
ヲ
へ
字
形
ノ
木
二
結
ヒ
、

荷
物
ヲ
負
擔
ス
ル
ニ
用
ユ
。

イ
多

す
べ

藁
ニ
テ
組
ミ
、
脇
当
リ
斜
二
組
ミ
、
脊
廻

え
り

な

リ
ハ
縄
二
索
フ
。
襟
当
リ
細
キ
丸
木
ヲ
以

む
す
と
む

テ
、
両
端
ヲ
小
縄
二
一
ブ
結
ヒ
留
ル
ナ
リ
。

ま
や
さ

え
り

小
柴
・
秣
等
ヲ
脊
負
フ
時
、
図
ノ
如
ク
襟

ぎ

む
す

木
二
結
ヒ
テ
両
脇
二
通
シ
、
脊
負
フ
ナ
リ
。

か

*
せ
な

*
こ
う
ば

蘇
馬
十
分
,

十
分
ノ
一

わ
き

.

わ
た
か
ご

出
雲

な
な
め

綿
籠

な
え
力
ご

苗
籠
,
サ
一

那

藁
縄
ヲ
緒
ト
ナ
ス
。
米
・
草
・
苞
或

藁
ニ
テ
之
ヲ
作
ル
。
長
一
尺
五
寸
、
口
径

一
尺
二
寸
。
牛
馬
ノ
背
二
附
乞
ブ
、
砂
士

は
か
ま
だ
る

ヲ
運
搬
ス
ル
ナ
リ
。
士
俗
之
ヲ
袴
樽
卜
云

フ
。

士
砂
、
又
ハ
、
肥
料
等
ヲ
運
搬
ス
ル
ニ
用

ユ
。

ハ
、
薪
・
材
ヲ
擔
ヒ
運
フ
二
用
フ
。

ロ
ク
ダ
イ
方
言

せ
ま
わ

為

竹
ヲ
以
テ
疎
眼
二
造
ル
。
口
端
二
二
條
ノ

な
わ
し
ろ
だ

縄
緒
ヲ
着
ク
。
用
法
ハ
、
苗
代
田
ヨ
リ
取

つ
み
に
な

あ

リ
上
ケ
タ
ル
稲
苗
ヲ
積
荷
フ
テ
運
搬
ス
ル

二
用
フ
。

知
頭

八
上

に
な

*
な
え
か
ご

詣
貿
き
サ
一

*
島
ら
め

跨
竹
ヲ
曲
ケ
、
鈍
角
形
二
作
リ
、
麻
縄

*
つ
と

三
四

竹
二
一
ブ
作
ル
。
苗
ヲ
盛
テ
運
搬
ス
ル
具
ナ

く
ち
は
し

草
刈
籠
全
上

跨
竹
ヲ
以
テ
、
如
図
、
製
作
シ
、
綿
ヲ
運

*

ブ
ニ
用
フ
。

イ

出
雲

竹
ニ
テ
作
ル
。
口
径
一
尺
四
寸
。
田
畠
ノ

じ
あ

じ
さ

力

地
上
ケ
・
地
下
ケ
等
二
砂
土
ヲ
盛
り
テ
荷

た
ん擔

シ
、
其
他
、
種
々
ノ
物
品
ヲ
盛
り
テ
運

搬
ス
ル
ナ
リ
。

口

竹
ニ
テ
作
ル
。
口
径
一
尺
四
寸
。
刈
草
、

な
え

或
ハ
、
秧
等
ヲ
盛
り
テ
運
搬
ス
ル
ナ
リ
。

イ
せ
な
あ
て

脊
当
十
分
ノ
一
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な
え
か
ご

苗
籠
十
分
ノ
一

挿
子
十
分
ノ
一

苗
代
ヨ
リ
苗
ヲ
抜
キ
束
ネ
、
植
付
ノ
場
所

へ
運
フ
二
用
ユ
。

イ
む
く

椋
、
或
ハ
、
朴
ヲ
以
テ
作
リ
、
柴
・
薪

.

秣
、
或
ハ
、
稲
其
他
ヲ
束
ネ
タ
ル
ニ
両か

つ

*
け
つ
り
ゆ
う

さ

端
ヲ
指
シ
通
シ
、
縄
ニ
テ
結
留
シ
テ
、
擔

ク
ナ
リ
0

な

口

藁
ニ
テ
索
ヒ
、
挿
子
二
附
属
ス
。
二
筋
二

シ
テ
、
各
丈
六
尺
ナ
リ
。

た
ば

ほ
お

う
え
つ
け

あ

三
五 *

竹
ニ
テ
編
ム
。
使
用
ハ
、
<
工
上
。

小
縄
ニ
テ
組
ミ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
士
砂
、

又
ハ
、
伐
木
、
其
他
運
搬
ノ
器
ナ
リ
。

一
九
九
六
年
三
月

げ

イ
*
と
う

糯
十
分
ノ
一

ロ
*
も
つ
こ

番
、
企
上

ち
く
り
ん

す

竹
輪
卜
小
縄
ヲ
以
テ
組
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

稲
苗
ヲ
運
搬
ス
ル
要
器
ナ
リ
。

十
分
ノ
一

フ
ゴ
方

フ
ゴ
言

格
ハ
、
椋
、
又
ハ
、
朴
ニ
テ
作
ル
。
中
央

楕
円
形
、
両
端
円
形
ニ
シ
テ
、
番
ノ
類
ヲ

に
な擔

フ
二
用
フ
。

さ
げ
船

*

口

益
藁
ニ
テ
組
織
ス
。
提
緒
、
伸
縮
ス
ル

う

ヲ
得
ア
リ
。
土
砂
、
其
他
ノ
物
品
ヲ
運
搬

ス
ル
器
ナ
リ
。

<
工
上

ヒ
ノ

フ
ゴ
ハ
、
土
砂
、
其
他
疏
菜
・
厩
肥

.

か
つ

塵
芥
等
ヲ
入
レ
、
擔
キ
運
搬
ス
ル
ニ
用
フ
。

力
る
こ

拶
籠
,
ヲ
一

*
て
さ
げ
も
つ
こ

倒回

提
番

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
ご
喜

ま
る

十
分
ノ

ふ
た

提
番
へ
縄
ヲ
編
ミ
テ
作
リ
、
両
側
二
円

竹
ヲ
付
シ
、
枯
草
、
或
ハ
、
厩
肥
等
ヲ
ニ

り
し
て

人
運
搬
ス
ル
具
ナ
リ
。

提
番
十
分
ノ
一

ヒ
図

が
け

う
す

囲回

ヒ
ノ

「
磨
」
は
、
籾
を
擦
っ
て
皮
(
殻
)
を
除
き
取
る
臼
。

袖
下
隅
の
ニ
ケ
字
は
、
右
三
分
の
一
ほ
ど
戡
断
さ
れ
て
い
る
。

も
み

「
米
ヲ
」
は
、
「
籾
ヲ
」
と
あ
り
た
い
0

「
唐
臼
」
は
、
『
兵
庫
県
農
具
図
解
』
巻
一
に
「
と
う
す
」
と
み
ぇ
る
。

「
カ
セ
木
」
は
、
上
臼
の
側
部
の
耳
木
(
磴
耳
)
の
穴
に
突
き
立
て
、
臼
を

回
す
た
め
の
長
い
L
字
状
の
木
製
ア
ー
ム
(
腕
木
)
。

「
把
テ
」
と
は
、
カ
セ
木
の
手
も
と
を
に
ぎ
っ
て
、
の
意
。
カ
セ
木
の
手
も

と
は
、
天
井
か
ら
釣
ら
れ
て
い
て
、
か
つ
、
 
T
字
型
あ
る
い
は
、
二
股
に

作
ら
れ
て
い
て
、
二
人
が
か
り
で
作
業
に
従
事
す
る
。

「
復
夕
用
ヲ
ナ
ス
L
 
と
あ
る
が
、
「
:
:
:
ナ
サ
ズ
」
と
あ
り
た
い
0
 
「
サ
」
{
子

を
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔72〕
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『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
含
マ

袖
下
隅
に
漢
字
ニ
ケ
字
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
戡
断
の
た
め
、
未
詳
。
あ
る

い
は
、
「
大
原
」
か
。
存
疑
。

力
こ

「
外
囲
」
は
、
そ
と
ま
わ
り
。
割
竹
で
籠
の
よ
う
に
編
ん
で
囲
い
包
む
。

「
土
ヲ
:
:
:
し
は
、
赤
士
に
一
古
塩
を
混
ぜ
て
叩
き
締
め
る
。

「
磐
礎
」
の
「
鷆
」
は
、
す
り
う
す
、
ま
た
、
す
り
み
が
く
こ
と
0
 
「
礁
」

は
、
ひ
き
う
す
、
う
す
、
ま
た
、
ひ
い
て
粉
に
す
る
こ
と
。

「
皮
L
 
字
は
重
書
。

鵬
丁
ウ
は
、
空
白
。

脳
丁
ウ
は
、
空
白
。

じ
よ
う
ご

「
漏
斗
」
は
、
先
に
「
上
漏
」
(
W
)
と
も
み
ぇ
る
。
但
し
、
こ
こ
は
天
井

か
ら
釣
り
下
げ
ら
れ
て
い
て
、
級
は
下
の
籾
臼
へ
適
量
ず
つ
落
ち
て
い
く
よ

W

う
に
調
節
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、

0

「
堕
落
」
は
、
籾
が
上
の
漏
斗
か
ら
下
の
臼
へ
落
ち
る
こ
と
。

「
精
米
L
 
は
、
こ
の
場
貪
玄
米
の
こ
と
ら
し
い
。

「
木
田
臼
」
は
、
木
製
の
田
臼
。
嚇
に
そ
の
使
用
図
が
あ
る
。

「
組
二
」
の
「
二
」
字
の
第
二
画
と
「
内
」
字
の
右
上
部
と
は
、
文
字
を
擦
り

消
し
た
上
に
位
置
す
る
。
「
二
L
 
は
「
ミ
」
と
あ
り
た
い
。

「
内
二
」
の
「
二
」
は
補
入
。

「
実
シ
」
は
、
,
み
た
す
(
充
)
」
の
宛
字
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
「
挽
木
」
は
、

、

瑚
な
ど
の
図
の
中
に
も
み
ら
れ
る
挽
木
の
一
種

鄭

で
あ
る
。
粥
か
ら
蹴
の
臼
類
で
も
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
の
「
解

説
本
文
」
の
中
に
は
、
「
(
イ
)
」
「
(
口
)
L
 
と
あ
る
が
、
図
の
中
に
は
「
イ
」

「
口
」
の
注
記
は
な
い
(
蜘
図
に
は
「
口
L
 
の
注
記
が
な
い
)
。

「
磴
耳
L
 
は
、
上
臼
を
回
旋
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
ふ
ち
に
取
り
付
け
た
耳
殻

三
保
忠
夫

様
の
突
起
(
耳
木
)
。
参
照
、
蜘
(
カ
セ
木
)
。

袖
下
隅
に
わ
ず
か
の
墨
筆
片
を
留
め
る
(
一
字
分
)
。
戡
断
に
て
判
読
不
能
。

瑚
図
の
よ
う
な
田
臼
の
使
用
図
で
あ
る
。

「
箕
」
は
既
出
。
参
照
、

0

Ⅲ

ぬ
か

み

「
簸
」
は
、
箕
で
穀
物
を
あ
お
り
あ
げ
、
微
風
を
利
用
し
て
糠
や
ご
み
を
除

き
去
る
こ
と
0

嚇
丁
ウ
は
、
空
白
。

「
米
ヲ
」
の
「
ヲ
」
は
、
文
字
の
抹
消
部
に
位
置
す
る
。

く
ず
ご
め

「
糠
続
」
は
、
ぬ
か
や
砕
か
れ
た
屑
米
。

「
番
L
 
字
は
、
文
字
の
抹
消
部
に
書
く
。

「
発
シ
」
は
、
選
り
分
け
た
米
を
二
番
の
口
か
ら
飛
び
出
さ
せ
る
、
の
意
。

「
止
厶
」
は
、
屑
米
や
ぬ
か
が
網
目
を
抜
け
て
下
に
落
ち
留
ま
る
こ
と
。

「
萬
鯛
箇
」
は
、
『
兵
庫
県
農
具
図
解
』
巻
一
に
"
ま
ん
ご
く
と
お
し
」
と

ろ
く

み
ぇ
る
。
「
筬
」
は
、
も
と
、
竹
で
編
ん
だ
丈
の
高
い
は
こ
、
の
意
。

「
磨
シ
タ
ル
後
L
 
と
は
、
臼
で
籾
す
り
し
た
後
す
っ
た
後
の
意
。

「
米
皮
」
は
、
玄
米
と
粳
と
を
い
う
。

「
漸
次
二
」
は
、
だ
ん
だ
ん
に
(
下
行
し
て
い
く
)
、
の
意
。

「
扉
凰
」
の
読
み
方
未
詳
。
い
わ
ゆ
る
、
と
う
み
(
唐
箕
)
、
麗
扇
。
扇
車

に
ょ
っ
て
扇
風
を
お
こ
し
、
重
い
精
粒
、
軽
い
屑
粒
、
お
よ
び
、
藁
屑
・
塵

な
ど
を
分
別
す
る
。
「
と
う
み
」
(
兵
庫
県
農
具
図
解
巻
一
)
。

9

「
紕
」
は
、
か
す
米
、
ま
た
、
し
い
な
。
参
照
、
 
W
 
(
紕
)
。

41

m
図
の
用
具
の
使
用
図
で
あ
る
。

袖
下
隅
に
文
字
の
一
部
を
残
す
。
未
詳
。
(
「
ヒ
L
 
で
も
「
ノ
」
で
も
な
い
。

あ
る
い
は
、
「
全
」
字
の
第
一
画
と
第
三
画
と
の
左
端
か
。
参
照
、
鞭
)

三
ナ
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W
丁
ウ
は
、
空
白
。

力

「
斗
箱
」
は
、
一
升
枡
。
枡
に
は
、
枡
掻
き
棒
(
斗
掻
き
、
斗
棒
ま
す

Ⅲ
0

か
け
)
を
あ
わ
せ
用
い
る
。
参
照
、

は
か

「
升
る
し
は
、
文
意
か
ら
推
し
て
試
読
し
た
。
計
量
す
る
意
。

「
斗
量
」
は
、
ま
す
(
升
)
で
は
か
る
も
の
の
容
量
。
ま
す
め
。

7
0

「
震
」
字
は
「
農
L
 
の
俗
字
。
参
照
、

8

「
納
」
字
は
「
米
」
字
を
擦
り
消
し
た
上
に
書
く
。

「
緊
縛
」
は
、
固
く
し
ば
る
こ
と
0

た
わ
ら

「
漏
斗
」
は
、
俵
じ
ょ
う
ご
、
竹
じ
ょ
う
ご
、
籾
じ
ょ
う
ご
、
米
じ
ょ
う

ご
の
類
を
い
う
。
玄
米
や
籾
な
ど
を
俵
や
叺
に
つ
め
る
時
に
用
い
る
。
『
物
類

別
に
米
穀
を
俵
に
い
る

称
呼
』
契
「
漏
斗
じ
や
う
ご
狐
"
賠
誇
0
 
(
中
略
)

(
四

、
竹
器
に
同
名
あ
り
し

三
ウ
)
と
み
ぇ
る
。
跨
竹
で
編
製
し
た
も
の
は
米
の
走
り
が
良
い
。
参
照
、

噺
、

川
0

ま
た

醐

「
叺
」
、
参
更

0

か
ら
う
す

「
碓
L
 
は
、
踏
臼
、
唐
臼
。
弸
に
同
様
足
で
踏
ん
で
玄
米
を
精
白
す
る

石
臼
が
土
中
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
(
地
唐
臼
)
点
が
、
醜
と
異
な
る
。

゛
)
、

力

つ

臼
の
中
に
わ
(
搗
き
輪
か
ち
わ
と
も
)
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

袖
下
隅
は
、
「
邑
」
「
岩
」
ニ
ケ
字
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
「
法
L
 
字
不
見
。

「
藁
削
」
は
、
わ
ら
す
ぐ
り
の
こ
と
。
「
わ
ら
そ
げ
」
と
の
呼
称
(
読
み
方
)

は
、
斐
川
町
中
央
公
民
館
郷
士
資
料
室
民
具
収
蔵
室
『
民
具
資
料
収
蔵
台
帳
』

(
第
六
養
八
五
己
に
ょ
る
。

「
塵
」
は
、
藁
の
根
茎
部
に
つ
い
て
い
る
鞘
葉
(
は
か
ま
)
を
い
う
。

う

「
麦
落
L
 
は
、
麦
叩
き
(
参
照
、
噺
)
、
麦
落
し
台
(
木
次
町
)
、
麦
打
ち

貪
む
ぎ
か
ち
(
兵
庫
県
農
具
図
解
)
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

「
跨
リ
」
は
、
竹
を
さ
き
割
る
意
た
ち
割
る
こ
と
。

「
穂
ヲ
:
:
:
L
、
麦
は
稲
に
く
ら
べ
て
脱
粒
性
が
大
き
く
、
穂
首
か
ら
{
谷
易
に

折
れ
、
落
ち
や
す
い
。

「
方
一
言
ブ
リ
。
ス
デ
。
シ
モ
ク
。
等
」
の
「
。
L
 
印
三
ケ
所
は
原
文
の
ま

ま
。
広
島
県
安
芸
郡
山
口
県
阿
武
郡
・
豊
浦
郡
ま
た
、
長
崎
熊
本
な

れ
ん
か

ど
の
一
部
で
も
、
連
枷
(
参
照
、
櫛
・
瑚
等
)
の
古
風
な
も
の
を
ブ
リ
と
い

781

う
。
こ
の
ブ
リ
系
は
、
中
国
西
部
、
九
州
北
部
な
ど
に
分
布
し
、
今
の
那
賀

郡
の
ブ
リ
も
、
こ
れ
に
一
連
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ス
デ
、
シ
モ
ク
は
、
そ
の

し
ゆ
も
く

少
数
異
形
で
あ
ろ
う
か
。
シ
モ
ク
は
、
そ
の
形
体
が
撞
木
、
あ
る
い
は
、
撞

つ
え

木
杖
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
称
で
あ
ろ
う
。
ス
デ
は
、
益
田
市
に
み
ら

れ
る
。
な
お
、
連
枷
の
使
用
、
呼
称
分
布
、
そ
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
は
、

常
民
文
化
研
究
所
編
「
脱
穀
具
の
ま
と
め
、
(
『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
、
第
七

巻
第
一
石
石
、
一
九
八
0
年
)
、
畠
山
豊
「
連
枷
覚
圭
白
L
(
『
民
具
マ
ン
ス

リ
ー
』
、
第
一
八
養
第
一
 
0
号
、
一
九
八
六
年
)
、
『
技
術
と
民
俗
』
、
下
巻

(
一
九
八
六
年
七
且
小
学
館
八
二
S
八
四
頁
)
、
大
館
勝
治
「
い
わ
ゆ
る

ク
ル
リ
ボ
ウ
に
つ
い
て
」
(
『
埼
玉
県
歴
史
資
料
館
研
究
紀
要
』
、
第
八
号
、
一

九
八
六
年
)
、
な
ど
参
照
の
こ
と
。

か
ら
ざ
お
ぱ
う
め
や

「
連
枷
L
 
は
、
膚
竿
、
ま
た
、
く
る
い
樹
、
ふ
り
棒
回
い
棒
と
称
さ
れ

る
類
を
い
う
。
参
照
、
醐
。
「
解
説
本
文
」
に
あ
る
よ
う
に
、
握
部
を
持
っ
て

打
部
を
後
方
か
ら
前
方
へ
振
り
な
が
ら
回
転
さ
せ
、
穀
類
に
打
ち
つ
け
る
。

イ

「
錘
木
L
 
と
の
呼
称
に
つ
ミ
「
京
に
て
。
ま
ひ
ぎ
ね
と
云
」
(
物
類
称
呼
、

四
一
ウ
)
、
ま
た
、
ま
え
ざ
お
、
ま
ん
ぶ
り
(
東
條
操
著
『
分
類
方
一
言
辞

典
』
、
東
京
堂
出
版
四
一
八
頁
)
な
ど
が
参
照
さ
れ
る
。

「
敲
キ
」
は
、
む
ち
^
つ
よ
う
に
叩
く
、
あ
る
い
は
、
^
さ
ま
に
^
つ
こ
と
。

三
七

わ

一
九
九
六
年
三
月
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『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
会
マ

「
連
架
」
は
、
噺
に
同
じ
。

袖
下
隅
「
日
ノ
」
の
「
日
」
字
は
、
あ
る
い
は
、
重
書
か
。

よ
こ
ぎ
し

「
横
差
」
は
、
山
口
県
豊
浦
郡
の
方
一
言
に
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
こ
こ
も
那

賀
郡
あ
た
り
の
農
具
で
あ
ろ
う
か
。

「
穀
L
 
は
、
あ
る
い
は
、
「
殻
」
と
あ
る
べ
き
か
。

「
樋
チ
」
は
、
打
ち
割
る
こ
と
。
も
と
は
、
手
や
鞭
で
打
っ
こ
と
。

「
栓
」
は
、
チ
ン
、
ヂ
ン
と
音
読
み
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
ろ
う
か
。
柄
の

短
い
木
製
の
横
槌
ま
た
は
、
槌
の
横
木
を
い
う
。

「
横
槌
」
は
、
よ
こ
ろ
ず
ち
(
鹿
足
郡
)
、
よ
こ
ろ
(
石
見
部
)
、
よ
こ
ろ
ち

ち
(
隠
岐
島
)
な
ど
と
称
し
て
い
る
。

袖
下
隅
に
墨
筆
文
字
あ
り
。
先
の
従
の
場
合
と
類
似
し
て
「
Ⅲ
L
 
の
よ
う
な

字
画
に
み
ぇ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

袖
下
隅
の
,
タ
カ
ロ
の
三
画
目
は
戡
断
さ
れ
て
い
て
不
詳
だ
が
、
片
仮

名
「
ク
」
の
頭
部
か
も
し
れ
な
い
。

あ
ら
篇
こ

「
牽
返
:
・
・
・
・
」
は
、
す
き
起
し
、
荒
起
し
、
の
こ
と
。

「
敲
砕
」
は
、
叩
き
砕
く
こ
と
。

「
テ
L
 
は
、
^
さ
く
^
^
0

「
山
潤
村
落
」
は
、
谷
川
・
山
あ
い
の
村
・
集
落
。

「
通
用
L
 
は
、
広
く
流
通
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
。

も
み
が
ら

「
籾
穀
」
は
、
あ
る
い
は
、
「
籾
殻
」
と
あ
る
べ
き
か
。

「
玄
翁
L
 
は
、
石
を
割
る
大
か
な
づ
ち
。
殺
生
石
を
裂
き
割
っ
た
と
い
う

玄
翁
法
師
の
故
事
に
出
る
。

「
打
和
」
は
、
叩
い
て
や
わ
ら
か
く
す
る
こ
と
。

袖
下
隅
の
「
楯
縫
L
 
の
ニ
ケ
字
は
、
右
端
戡
断
。
こ
の
ニ
ケ
字
の
右
方
に

三
保
忠
夫

も
文
字
が
存
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

「
鉄
牙
、
に
つ
き
、
図
に
ょ
る
と
、
大
釘
を
列
植
し
た
も
の
(
鉄
牙
)
が

六
ケ
所
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。

袖
下
隅
「
日
」
字
は
、
も
と
「
ヒ
L
 
と
書
い
た
上
に
重
書
か
。

な
お
、
オ
モ
テ
の
図
中
の
寸
法
の
内
「
三
」
「
長
六
尺
L
 
は
青
色
後
筆
。

期
の
農
具
の
使
用
図
で
あ
る
。

袖
下
隅
に
一
{
子
あ
り
。
先
の
粥
と
同
様
の
形
体
ら
し
い
が
、
戡
断
に
て
末
詳
。

狽
丁
ウ
は
、
空
白
。

「
塵
扇
」
の
読
み
方
末
詳
。
風
選
の
た
め
の
用
具
。

「
二

」
は
、
補
入
字
ら
し
い
。

袖
下
隅
「
飯
」
宅
右
・
下
端
は
識
断
さ
れ
て
い
る
。

「
縄
緒
」
は
、
な
わ
や
ひ
も
の
類
を
い
う
。

ゆ
り
い
た

「
搖
」
は
、
木
偏
と
な
っ
て
い
る
が
、
手
偏
と
み
な
す
べ
き
か
。
「
淘
板
」

(
農
具
便
利
論
、
屯
三
ニ
オ
)
、
ゆ
す
り
(
青
森
県
)
、
ゆ
る
げ
(
米
沢
)

(
大
塚
民
俗
学
会
『
日
本
民
俗
事
典
』
、
昭
和
四
七
年
、
弘
文
堂
、
七
七
三

頁
)
、
ま
た
、
ゆ
り
わ
(
宮
永
正
運
著
『
日
本
農
書
全
集
6
、
私
家
農
業
談
(
越

中
)
』
、
昭
和
五
四
午
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
三
二
二
頁
)
、
ゆ
り
お
け
(
福

島
県
会
津
地
方
)
の
類
を
い
う
。

「
底
二
」
の
「
二
」
は
、
ニ
、
三
字
を
抹
消
し
た
上
に
書
く
。

み
ぞ

あ
み
め

の
こ

「
鋸
痕
」
は
、
そ
の
底
板
に
、
鋸
で
網
目
状
に
浅
い
溝
を
掘
り
付
け
て
お
く

こ
と
を
い
う
。
「
微
ク
凸
状
也
」
に
作
る
点
と
と
も
に
、
工
夫
の
加
え
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
ヲ
L
 
は
、
「
ノ
」
に
重
書
か
0

と
う
み

「
鼬
扇
」
は
、
唐
箕
(
既
出
『
日
本
農
書
全
集
6
、
私
家
農
業
談
(
越
中
)
』
、

三
八
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二
五
四
頁
)
。
既
出
の
「
尿
鳳
」
(
Ⅲ
)
、
「
万
觧
箇
L
(
m
)
な
ど
参
照
。

「
或
ハ
L
 
の
二
字
は
、
ニ
ケ
字
ほ
ど
の
抹
消
部
の
上
に
書
く
。

「
小
米
」
は
、
米
の
砕
け
た
も
の
。
粉
米
と
も
。

つ
d
ら
'
じ

「
ツ
、
一
フ
晶
)
L
 
は
、
葛
簾
の
類
。

な
お
、
お
ろ
し
(
と
お
し
)
の
内
籾
お
ろ
し
、
米
の
お
ろ
し
、
そ
の
も
の

な
ど
を
「
つ
づ
ら
」
と
も
い
う
(
大
庭
良
美
著
『
津
和
野
の
民
俗
資
料
』
、
津

和
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
元
年
、
七
三
・
七
四
頁
)
。

「
実
」
字
は
抹
消
部
の
上
に
書
く
。

袖
下
隅
の
「
気
L
 
字
の
下
方
に
墨
筆
片
あ
り
。
「
多
」
字
の
一
端
か
。

「
概
」
、
未
詳
。
参
照
、

1
0

4

「
経
L
 
は
、
(
も
と
、
織
り
物
の
)
縦
糸
、
ま
た
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
。

「
緯
」
は
、
横
糸
、
ま
た
、
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
。
こ
の
字
、
重
書
。

「
厩
肥
、
は
、
家
畜
の
糞
尿
と
敷
き
わ
ら
・
草
な
ど
を
混
ぜ
合
せ
、
腐
ら

せ
た
有
機
質
肥
料
。
う
ま
や
ご
え
。

「
御
影
石
」
は
、
花
崗
岩
の
別
名
。
六
甲
山
か
ら
切
り
出
し
、
御
影
(
神

戸
市
)
で
加
工
し
た
と
こ
ろ
か
ら
の
称
。

「
末
L
 
は
、
こ
な
、
粉
末
。

袖
下
隅
の
文
字
の
内
「
汗
入
」
の
右
端
は
戡
断
さ
れ
て
い
る
。

袖
下
隅
に
小
さ
く
「
イ
L
 
と
み
ぇ
る
。
右
半
分
が
戡
断
さ
れ
た
よ
う
で
、

あ
る
い
は
、
も
と
、
「
仁
L
 
と
記
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
塔
草
」
は
、
培
養
士
の
類
を
い
う
か
。

鳥

「
開
閉
:
:
・
・
し
と
は
、
そ
の
中
に
{
谷
れ
る
物
の
あ
る
、
な
し
に
ょ
り
、
開
い

た
り
畳
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

＼
ラ

「
負
籬
」
は
、
「
負
籠
」
(
鵬
、
Ⅷ
)
に
同
様
「
お
い
か
ご
」
と
読
む
こ
と

も
で
き
る
。
今
、
「
お
い
こ
」
と
読
む
。

「
二
條
L
 
は
、
二
本
、
の
意
。
「
條
」
は
、
細
長
い
物
を
数
え
る
助
数
詞
。

「
ツ
カ
リ
」
は
、
背
負
い
袋
の
一
種
(
石
塚
尊
俊
編
『
出
雲
隠
岐
の
民

具
』
、
考
古
民
俗
叢
書
<
9
>
、
昭
和
四
六
年
、
慶
友
社
、
一
三
四
頁
)
。
隠
岐

島
一
円
に
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
が
、
出
雲
部
の
島
根
半
島
、
仁
多
・
飯
石

の
山
間
部
に
も
、
ま
ま
残
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

「
負
擔
」
は
、
か
つ
ぎ
、
背
負
う
こ
と
。

袖
下
隅
に
二
文
字
あ
る
よ
う
だ
が
、
右
側
大
半
は
戡
断
さ
れ
て
い
る
。
あ
る

「
カ
ン
L
(
ド
)
字
か
「
オ
キ
」
字
か
の
左
端
で
あ
ろ
う
か
。

い
は

「
十
歩
(
分
)
一
」
は
、
「
十
分
一
」
の
誤
字
ら
し
い
。

袖
下
隅
に
一
文
字
分
の
墨
筆
片
あ
り
。
不
詳
。

「
腰
廚
」
は
、
小
さ
目
の
収
穫
物
、
弁
当
、
小
道
具
な
ど
を
入
れ
て
腰
に

さ
げ
る
小
籠
二
廚
、
は
、
食
物
、
料
理
の
意
で
あ
る
か
ら
、
飲
食
物
を
携
帯

す
る
た
め
の
用
具
で
あ
ろ
う
。

「
行
廚
L
 
は
、
弁
当
、
わ
り
ご
(
破
子
)
、
筆
食
の
意
。

「
方
言
チ
サ
ノ
木
ヲ
屈
燒
シ
」
は
、
別
に
、
「
方
言
チ
チ
ャ
ノ
木
ノ
曲
ケ
タ

ル
モ
ノ
ヲ
」
(
凶
、
知
頭
・
八
上
)
、
「
チ
チ
ャ
ノ
木
・
方
言
、
数
本
ヲ
燒
曲
シ
」

(
鄭
、
使
用
地
未
詳
)
と
も
み
ぇ
る
。
ま
た
、
「
穴
突
へ
図
ノ
如
ク
木
ヲ
曲

ケ
」
(
仰
、
使
用
地
未
詳
)
と
す
る
「
穴
突
L
 
の
材
な
ど
に
も
チ
シ
ャ
ノ
木
が

選
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
ム
ラ
サ
キ
科
の
落
葉
高
木
の
チ
シ
ャ
ノ
キ
(
一
局
苣
木
)

で
は
な
く
、
エ
ゴ
ノ
キ
科
の
落
葉
小
高
木
・
高
木
の
エ
ゴ
ノ
キ
の
こ
と
で
あ

る
(
異
名
)
。
こ
う
し
た
曲
げ
材
に
チ
シ
ャ
ノ
キ
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
そ
の

樹
質
が
均
等
化
し
て
い
て
硬
い
こ
と
、
樹
皮
が
薄
く
、
す
べ
す
べ
し
て
い
て

山
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『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
(
一
己

握
っ
て
も
軟
か
く
感
ず
る
こ
と
、
芯
の
部
分
に
穴
が
な
く
、
さ
し
込
み
や
す

い
こ
と
、
先
端
部
が
使
用
に
耐
え
て
逆
立
ち
に
く
い
こ
と
、
な
ど
の
理
由
に

よ
る
(
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
、
第
一
四
巻
、
昭
和
六
一
年
、
小
学
館
一

-
 
0
頁
)
。

「
ノ
L
 
字
は
、
片
仮
名
二
字
分
ほ
ど
抹
消
し
た
上
に
書
く
。

「
擔
子
」
は
、
「
お
い
こ
」
「
に
な
い
こ
」
の
い
ず
れ
を
表
記
し
た
も
の
か
、

は
っ
き
り
し
な
い
。

「
チ
ケ
ヤ
ノ
木
・
方
一
言
」
は
、
既
出
(
劉
)
。

「
其
」
の
下
に
「
他
」
字
を
脱
し
た
ら
し
い
。

き
お

「
荷
台
」

い
わ
ゆ
る
梯
子
型
の
お
い
こ
、
木
負
い
こ
の
類
を
い
う
よ

、

は

う
だ
が
、
方
一
言
名
は
別
に
あ
ろ
う
。

「
苅
」
字
は
、
抹
消
字
の
上
に
書
く
。

袖
下
隅
の
「
那
」
字
は
、
戡
断
さ
れ
て
左
半
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

「
セ
ナ
カ
チ
」
は
、
出
雲
山
間
部
に
お
け
る
お
い
こ
の
一
種
(
『
出
雲
隠
岐

の
民
具
』
、
既
出
、
三
三
 
S
 
ニ
ニ
ニ
亘
勝
部
正
郊
氏
執
筆
)
。

あ
ら
モ

「
粗
苧
」
は
、
む
い
て
乾
か
し
た
麻
皮
。
こ
れ
か
ら
作
る
未
精
製
の
麻
糸
も

ま
お

あ
さ

ち
ょ

あ
ら
そ
と
い
う
。
「
苧
」
は
、
か
ら
む
し
、
真
麻
を
い
い
、
麻
を
そ
と
い
う
。

)
、

し

「
擔
緒
L
 
は
、
「
に
な
い
お
」
「
お
い
お
」
、
あ
る
い
は
、
^
旦
訟
な
ど
の
い
ず

れ
ん
じ
や
く

れ
に
読
む
べ
き
か
、
未
詳
。
い
わ
ゆ
る
「
連
尺
」
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
出
雲
隠
岐
の
民
具
』
(
同
右
、
勝
部
氏
執
筆
)
に
言
及
さ
れ
、
頓
原
町
の
そ

れ
が
図
版
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
背
擔
」
は
、
「
せ
な
う
L
「
せ
お
う
」
の
い
ず
れ
か
未
詳
だ
が
、
仮
に
、
前

者
磊
む
。

れ
ん
じ
や
く

「
負
子
」
は
、
連
尺
の
類
を
い
う
(
参
照
、
鵬
)
。 三

保
忠
夫

「
薄
」
は
、
除
草
の
意
。
「
赫
馬
」
は
、
農
夫
が
田
畑
で
用
い
る
草
取
り
用

の
農
具
を
い
う
(
農
政
全
晝
薄
馬
図
説
)
。
当
面
の
農
具
は
、
そ
れ
を
運
搬

具
と
し
て
転
用
し
た
も
の
で
、
形
体
・
用
途
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
変
化
し
た

も
の
ら
し
い
。

「
苞
」
は
、
わ
ら
な
ど
で
苞
ん
だ
も
の
。
あ
ら
ま
き
。

袖
下
隅
に
、
少
な
く
と
も
二
字
く
ら
い
の
文
字
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
判
読
で

き
な
い
。
あ
る
い
は
、
「
法
L
 
と
「
邑
1
」
と
を
併
記
す
る
も
の
か
。

あ
ら

「
疎
眼
」
は
、
編
み
目
の
粗
い
こ
と
。

「
苗
簣
」
の
「
竺
貝
」
は
、
あ
じ
か
、
土
龍
か
ご
、
も
っ
こ
、
の
類
。

袖
下
隅
に
墨
筆
片
あ
り
。
未
詳
。

「
二

」
字
は
、
字
間
に
補
入
す
る
。

袖
下
隅
に
会
」
字
の
正
字
体
の
左
半
分
を
と
ど
め
る
。

「
^
箔
L
 
は
、
肩
で
荷
を
に
な
う
た
め
の
ざ
る
か
ご
。
「
箔
」
は
、
「
笛
」

め
し
ぴ
つ
は
し
づ
つ

さ
さ
ら

「
箱
」
な
ど
に
同
義
で
、
飯
帝
、
飯
筥
箸
筒
(
笛
)
な
ど
を
意
味
す
る
。

さ
う
き

中
国
地
方
で
は
、
こ
う
し
た
竹
籠
や
ざ
る
を
そ
う
き
と
い
う
。
「
笛
器
」
に
出

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
参
照

0

川

「
結
留
シ
テ
」
の
「
シ
テ
」
は
合
字
で
、
片
仮
名
の
「
メ
」
の
字
体
に
似

る
。
ゆ
い
と
ど
め
る
、
意
。

袖
下
隅
に
、
二
字
分
ほ
ど
の
墨
筆
片
を
と
ど
め
る
。
判
読
で
き
な
い
。

「
持
籠
L
は
、
「
も
っ
こ
」
の
宛
字
と
み
ら
れ
る
。
と
っ
と
も
、
も
っ
こ
(
番
)

も

こ

は
本
来
「
持
ち
籠
」
の
音
便
形
に
出
た
も
の
で
あ
る
。

と
う

「
樒
」
は
、
に
な
う
、
か
つ
ぐ
、
意
。
あ
る
い
は
、
「
掃
」
に
も
^
る
。
^
プ

お
う
ご

に
な

は
、
枋
、
即
ち
、
物
を
に
な
う
た
め
の
担
い
棒
て
ん
び
ん
棒
を
さ
す
。
方

言
語
形
は
、
広
戸
惇
著
『
中
国
地
方
五
県
言
語
地
図
』
(
昭
和
四
0
年
、
風
間

こ
う

こ
う
ま

四
0
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書
房
、
五
0
二
S
五
0
七
頁
)
参
照
。

「
番
」
は
、
も
っ
こ
、
ふ
ご
、
あ
じ
か
、
そ
の
他
の
読
み
方
が
あ
ろ
う
か
。

「
フ
ゴ
L
 
は
、
も
っ
こ
の
類
を
い
う
。
鳥
取
兵
庫
三
重
和
歌
山
、

福
岡
東
北
な
ど
の
方
言
に
み
ぇ
る
(
平
山
耀
昊
他
編
著
『
現
代
日
本
語

方
言
大
辞
典
6
』
、
平
成
五
年
、
明
治
書
院
、
五
0
八
三
頁
)
。

袖
下
隅
に
文
一
言
は
な
い
。
切
除
さ
れ
た
た
め
か
。
但
し
、
次
の
糊
に
は
「
企

上
」
(
フ
ゴ
)
と
あ
り
、
袖
下
隅
に
「
ヒ
ノ
」
と
あ
る
。
断
も
同
様
そ
の
使

用
地
は
日
野
郡
(
鳥
取
県
西
部
)
で
あ
ろ
う
。

繊
丁
ウ
は
、
空
白
。

て
さ
げ
も
つ
こ

0

「
提
番
L
 
は
、
今
、
試
読
す
る
。
「
て
さ
け
も
っ
こ
」
(
福
島
)
、
「
て
も
っ0

こ
」
(
八
戸
、
会
津
)
、
あ
る
い
は
、
「
ふ
た
り
も
っ
こ
」
(
秋
田
)
、
「
か
ず
く

も
っ
こ
」
(
福
島
)
と
い
っ
た
方
言
形
が
参
照
さ
れ
る
(
右
『
現
代
日
本
語
方

言
大
辞
典
』
)
。
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